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第 14 回 北東アジア国際観光フォーラム（ハルピン）   

「北東アジアの観光振興」（How to promote tourism in North East Asia）   

                   大阪観光大学名誉教授 鈴木勝 

(Professor Emeritus, Osaka University of Tourism) 

元・桜美林大学教授（Former Professor of J.F.Oberlin Univ.） 

国連・世界観光機関(Tourism Expert-UNWTO) 

 

１．はじめに    

みなさま、こんにちは。 私は大阪観光大学の鈴木勝です。本日は、このような機会を

いただき、「北東アジアの観光振興」のタイトルにてお話できますこと、誠に光栄に思って

おります。 北東アジア国際観光フォーラムは今回で 14 回目ですが、観光交流の促進のた

めには北東アジア観光関係者が、意見を交換し、相互に協力できる態勢づくりをすること

が必要であります。「北東アジア国際観光フォーラム（IFNAT）」は、北東アジア観光開発お

よび発展のために、多くの意義ある貢献をなしていると信じています。私は、毎年、この

フォーラムに参加し発表しています。本日は、世界の観光動態、特に北東アジアと日本に

ついて述べ、また、今後、北東アジアの推進すべき観光振興策について話したい。 

 

 

 まず、最近の世界および北東アジアの観光実態です。2019 年 1 月発表の世界観光機関

(UNWTO)によれば、2018年の世界観光客到着数は、2013年に初めて 10億人の大台に乗りま

したが、さらに大幅の 5.6％アップの 14 億 0,300 万人に達したとの報告です。また、2019

年には世界全体が 3％～4％アップで伸びると予想されています（図表 1・2）。    

（図表 1） 2018世界観光客到着（UNWTO2019） 

 

（図表 2）観光客の月毎の伸び率 

2015-2018 (AS OF JAN.2019) 
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中でも「アジア太平洋」は、極めて高い伸び率を示す地域であり、特に日中韓を中心と

した「北東アジア」は、今後も世界平均を上回って進むことが予想されています。2019 年

1 月現在発表の数値では、2018 年は「北東アジア」は 1 億 6,920 万人の到着数がありまし

た。「北東アジア」は、他の地域と比較して、かなり伸びています（図表３）。 

図表 3）    

 

資料：世界観光機関(UNWTO) 2019年 5月発表  [2018*]暫定数値  

 

２．最近の日本の観光 

日本の概況はどうでしょうか。インバウンドでは、小泉元首相は 2003年の施政方針演説

で「観光立国の道」を表明し、「2010年に 1,000万人」の訪日外国人誘致プランを発表しま

した。「ビジット・ジャパン・キャンペーン VJC」が 2003年にスタートし、前半は官民によ

る活発な活動と円安などの追い風も手伝い、順調な伸びで進みましたが、後半になり世界

的な経済不況に加え円高が影響を及ぼし、目標の「１千万人」に到達しませんでした。 

その後、2011年に東日本大震災を経て落ち込みを見せましたが、2013年に 1,036万人と

なりました。さらに、順調に推移し、2018年は前年を大きく超えて、3,1１9万人（前年伸

び率＋8.7％）に達しました（図表 4）。政府はもちろん、地方自治体、民間企業、国民全体

の協力の賜物であります。特に、継続的な観光プロモーションや種々の渡航緩和政策の効

果が著しくあります。しかしながら、急増の訪日外客に関し、中国人や韓国人などの少数

の国々に依存する体質に課題がないわけではありません。 

日本は 2020年に首都東京で、オリンピックやパラリンピックがあります。このビッグ・

イベントを生かし、来年 2020年までに 4,000万人、2030年に 6,000万人の訪日外国人を迎

える目標を設定し、現在、勢いよく進んでいます。 
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他方、アウトバウンド面の日本人海外旅行者は、この 10年近く 1,700-1,800万人の数値

で推移していますが（図表 4）、これは経済不況、テロ問題、若者の海外旅行離れなどに加

え、日中や日韓の政治・外交的な緊張も原因の１つでもあります。 

（図表 4） 

 

 

３．北東アジアの観光交流の実態 

北東アジアの実態はどうでしょうか。また、今後の観光推進はどうすべきでしょうか。

なお、本論での「北東アジア観光圏」は、日本、中国、韓国、モンゴル、ロシアとするた

め、国連世界観光機関による発表の統計地域とやや異なります。 

（図表 5）     「北東アジア観光圏の国際観光客到着数」（UNIT単位：100 万人 Million） 

Year 

Nation 

2005 2010 2015 2016 2017 16/15 

(%) 

17/16 

(%) 

Japan 6.728 8.611 19.737 24.039 28.691 21.8 19.4 

China 46.809 55.665 56.866 59.270 60.740 4.2 2.5 

Korea (ROK) 6.023 8.798 13.232 17.242 13.330 30.3 -22.7 

Mongolia 0.339 0.456 0.386 0.404 0.469 4.7 16.1 

Russian Federation 22.201 22.281 26.852 24.571 24.390 -8.5 -0.7 

資料：世界観光機関(UNWTO) 2018年 発表  [2017*]暫定数値  
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北東アジアの国々の実態を見たい（図表 5）。「中国」は、毎年多くの観光客があります。

しかし、世界中に影響大きいのは、中国人外国旅行者です。2017 年は、1 億 3,000 万人で

す。他方、訪中外国人数は、大気汚染や食の安全問題で、訪問者数が伸び悩んでいます。「韓

国」の国際観光は、インバウンド分野では、最近、大きな変化があります。2017年は、「―

22.7％」と大きく減少しているのは、中韓間の政治外交的な問題で、中国人旅行客数の大

幅な減少要因があります。「モンゴル」の国際観光に関しては、絶対数は少ないですが、双

方とも伸びています。「ロシア」観光に関して、インバウンドは決して順調ではなくですが、

ロシア人海外旅行者は順調に世界に出ています。 

 

 

 

４．北東アジアにおいて、今後、強力に推進すべき観光振興策―ビザ政策― 

世界的に観光が盛んになってきた背景として、5つの要因が指摘されています。   

1.経済発展・安定、2.外国旅行の制限緩和・自由化、3.ツーリズム・インフラの整備、

4.デスティネーション開発、5.プロモーション活動の開発です（東洋大学・津山雅一教授）。 

 最近、強力で目覚ましい効果を発揮している要因は、2.「外国旅行の制限緩和・自由化」、

いわゆる「ビザ関連政策」だと考えています。近頃の北東アジアの国々の政策に顕著に見

られます。私はこの分野で、もっと努力と工夫を傾注すべきであると考えます。 

「ノービザ制」が理想的ですが、国家の治安や安全を守ることも重要であり、安易に導入

すべきでないと思います。現在、「観光先進国」と称される国々では、国益（不法滞在、犯

罪防止など）を守り柔軟なビザ関連政策を採用しています。それらを紹介します。 

 

まず、「ノービザ形態」です。[ノービザ（無査証）]：通常、観光目的に適用される査証

免除です。また、特定地域のみを無査証とする手法もあります。学生団体などの特定のマ

ーケットやクルーズでの入国への無査証もあります。 [査証免除トランジット]：有効期間

内に他国をある一定時間以内に通過できるノービザ制があります。 

 次に、「査証が必要な形態」です。[マルチ（数次）ビザ]：一定期間内であれば何回でも

入国ができます。[電子渡航許可制度）] E（電子）ビザであり、短時間で入国許可を得る

ことができます。[長期滞在対象の年齢限定ビザ]：シニア層のロングステイ制を推進する

マレーシアなどが実施しています。[ワーキング・ホリデー・ビザ]：青少年に限り旅行費

用を賄うため、一定の条件で就労を認める制度です。[査証の現地取得（VISA ON ARRIVAL）]：

相手国の空港で、査証を申請し取得できる制度です。 

 

北東アジアでのビザ関係の実態を見ましょう。近年、活発な動きを見せるのは「韓国政

府」です。「ノービザ制」をドラスティックに導入しています。日韓間では早くから実施し、

中国人に対しては、「済州島・無査証」があります。また、ロシア人に対して、最近、無査
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証制を導入しました。「中国政府」に関しては、日中間では、かなり以前に日本人に対して

ノービザ制を導入しました。最近、北京などに到着する旅行客に対して、144 時間（6日間）

以内のビザなし滞在を認可しました。「ロシア政府」に関しては、韓国人にはノービザ制を

採用し、中国人に関しては団体旅行に対して無査証としています。「日本政府」はロシア人

の日本への渡航に関して、数次ビザ発給を 2017年から開始しています。また、中国人に対

して、2020年 4月から「電子（Ｅ）ビザ」を導入する予定です。 

 

北東アジアの国々は、種々の方策で努力しています。「ノービザ制」は性急な導入はしな

い方が、私は良いと考えています。柔軟なビザ緩和制が、大きな効果を発揮すると思いま

す。例えば、「電子（Ｅ）ビザ化」、「数次ビザ」、「査証の現地取得」などを推進する一方、

特に、「修学（教育）旅行」、「ワーキング・ホリデー・ビザ」、「シニア向けロングステイ」

などはもっと進むべきです。こうすれば、北東アジアでの「国境ツアー」、「周遊型ツアー」、

「リピーター対象ツアー」などを開発・推進すれば、北東アジアはもっと活発化できます。 

 

 

 

5．終わりに 

「国際観光で経済の活性化」を求めるとともに、国家の利益を守ることが重要でありま

す。「無査証（ノービザ）」に固執することなく、柔軟な工夫を考えるべきです。EUやアセ

アンと比較し、北東アジアはビザ関連分野で実施すべき手法がまだ多くあります。 

 

最後に、最近、直面する懸念を述べたい。今回述べたビザ緩和政策や LCC の進出など

で盛んな観光動態に対して、あるブレーキ現象があります。「政治的・外交的」問題による

「観光面」への圧迫です。例えば、「高高度防衛ミサイル配備」に対しての中韓双方での渡

航制限、日韓間のいくつかの問題―皆様がご存知のようなーにおける「観光面」への影響

です。その結果、北東アジア全体の伸び率が鈍化傾向にあります。「民間レベルの自由な観

光」に対し、いかなる国も政治的・外交的な介入は避けなければならないと思っておりま

す。本日は発表の時間をいただき、厚く御礼申し上げます。（了） 
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国際観光の現況 [INT’L TOURISM-PRESENT & FORECAST-]

国際観光客到着数 国際観光客の月毎の伸び率
２０１５－２０１８ （ＡＳ ＯＦ ＪＡＮ．２０１９）

2２
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International Tourist Arrivals in North East Asia      （100万人:Million）

「北東アジアの国際観光量」 （100万人）（Million） [AS OF  MAY,2019 UNWTO]

年

地域
2005 2010 2015 2016 2017 2018

シェア
2018*

17/
16
(%)

18*/

17

(%)

North East 
Asia

（北東アジア）

85.9 111.5 142.1 154.3 159.5 169.2 12.1 3.4 6.1

South East 

Asia

東南アジア

49.0 70.5 104.2 110.8 120.5 129.9 9.3 8.8 7.9

Oceania

オセアニア
10.9 11.5 14.3 15.6 16.6 17.0 1.2 6.1 2.8

South Asia

南アジア
8.3 14.7 24.0 25.9 27.5 28.9 2.1 6.2 5.2

Asia & The 
Pacific

アジア太平洋

154.1 208.2 284.6 306.6 324.0 345.1 24.6 5.7 6.5

World 809 952 1,195 1,241 1,328 1,403 100 7.0 5.6

Ref: UN World Tourism Organization. (2018* preliminary figure) 33



[日本の国際観光量] （単位：百万人）

「International Tourism Volume in Japan」（Million）

Year

Out/In

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
＊

Japanese 
overseas
Tourist
日本人

海外旅行

16.
637

16.
994

18.
491

17.
473

16.
903

16.
214

17.
116

17.
889

18.
954

+6.0
%

19.
100

Foreign
tourist to
Japan
訪 日
外国人

8.
611

6.
219

8.
358

10.
364

13.
413

19.
737

24.
040

28.
691

31.
192

+8.7
%

35.
500

Ref: UNWTO/JNTO（Japan National Tourism Organization ）
*2019（JTB 見通し FORECAST） 4



International Tourist Arrivals in North East Asian Region 
「北東アジア観光圏の国際観光客到着数」

（UNIT単位：100万人 Million）

Year

Nation

2005 2010 2015 2016 2017* 16/15

(%)

17/16

(%)

Japan
日本

6.728 8.611 19.737 24.039 28.691 21.8 19.4

China

中国
46.809 55.665 56.866 59.270 60.740 4.2 2.5

Korea (ROK)

韓国
6.023 8.798 13.232 17.242 13.330 30.3 -22.7

Mongolia

モンゴル
0.339 0.456 0.386 0.404 0.469 4.7 16.1

Russian 

Federation

ロシア

22.201 22.281 26.852 24.571 24.390 -8.5 -0.7

Ref:[UNWTO] 2018 [2017*]preliminary figures 5
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☆「グローバル・ツーリズムの発展理由」
（Development reasons of Global Tourism）



VISA

Exemption

（ビザなし）

☆VISA FREE ENTRY(FOR ORDINARY PASSPORTS)

☆ “         (TO VISIT CERTAIN REGION)

☆ “           (TO GROUP)

☆ “           (TO STUDENT)

☆ “           (TO CRUISE SHIP VISITORS)

☆VISA FREE TRANSIT(24/72/144-hour stay)

TYPE

of 

VISA

（ビザの

種類）

☆MULTIPLE VISA（数次ビザ）
☆E-VISA (電子ビザ)
☆VISA ON ARRIVAL（到着後発給ビザ）
☆LONGSTAY VISA （ロングステイ ビザ）
☆WORKING HOLIDAY VISA（ワーキングホリデー ビザ）

国際観光（査証対策） INT’L TOURISM（VISA POLICY）
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現在の北東アジア・査証政策（PRESENT VISA POLICY IN NEA）

CHINA
中国

☆VISA FREE TRANSIT(24/72/144-HOUR STAY)
☆MULTIPLE VISA （数次ビザ）
☆VISA FREE FOR GROUP-RUSSIAN UP TO 30 DAYS(ロシア人団体)
☆VISA ON ARRIVAL （現地到着後ビザ）

KOREA
韓国

☆VISA FREE ENTRY（TO JEJU IS.（済州島） FOR CHINESE）
☆VISA FREE FOR RUSSIAN
☆MULTIPLE VISA（数次ビザ）
☆WORKING HOLIDAY VISA（FOR JAPANESE）
☆TRANSIT TOURISM PROGRAM（INCHEON AIRPORT)

RUSSIA
ロシア

☆VISA FREE VISITS （CRUISE ＆ FERRY PASSENGERS）
☆VISA FREE FOR KOREAN(ROK)
☆VISA FREE FOR GROUP（中国人5～50ＰＡＸ）-CHINESE
☆MULTIPLE VISA（数次ビザ）
☆E-VISA（VISIT TO THE REGIONS IN THE RUSSIAN FAR EAST）
☆VISA ON ARRIVAL（現地到着後ビザ）

MONGOLIA
モンゴル

☆MULTIPLE VISA（数次ビザ）
☆VISA ON ARRIVAL（現地到着後ビザ）

JAPAN
日本

☆VISA FREE ENTRY  FOR KOREAN (ROK）
☆E-VISA（FOR CHINESE FROM APRIL,2020）
☆MULTIPLE VISA（VISIT TO OKINAWA＆ TOHOKU FOR CHINESE）
☆WORKING HOLIDAY VISA（FOR YOUNG KOREAN(ROK） 8



☆査証政策での北東アジアの発展
PROMOTION  BY VISA STRATEGY  IN NEA 
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[CONCLUSION :最後に・・・]

ご清聴をありがとうございました。
[Thank you very much for your attention]

 鈴木 勝Masaru SUZUKI
 大阪観光大学名誉教授
 (IFNAT北東アジア観光フォーラム日本委員会・議長) 

http://tourism-nippon.com/
masarusuzuki0308@gmail.com
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